
新居浜工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 総合英語
科目基礎情報
科目番号 104731 科目区分 一般 / 選択必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 読解力と表現力を高めるSDG英語長文ーThink, Share, Act ー　　竹下厚志（著）　三省堂
担当教員 塚野 修
到達目標
１SDGsに関する長文を正しく発音できる
２世界の諸問題に関連する語彙を習得する
３SDGsに関する長文を理解することができる
４日常生活に関する簡単な英文を書くことができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1 正確に発音できる ほぼ正確に発音できる 正しく発音できないところが多い

評価項目2 意味が理解でき、正しく綴ること
もできる

概ね意味が理解でき、正しく綴る
こともできる

意味がわからず、綴りも正しく書
けない語が多い

評価項目3 正しく理解できる 概ね正しく理解できる あまり理解できない

評価項目4 正しい英文を作ることができる 多少の誤りはあるものの、概ね正
しい英文を作ることができる

正しい英文をほとんど作ることが
できない

学科の到達目標項目との関係
コミュニケーション能力 (E)
教育方法等

概要
持続可能な世界を実現するための17の目標に関連する英文を読むことによって、英文を正しく読む力の向上を図るとと
もに、日常生活に関することを英語で表現する力も養いながら、現在の世界が抱えている諸問題を考える契機を提供す
る。

授業の進め方・方法 学生に積極的な発言を求めつつ、英文を速く正しく読むための詳細な解説をしながら授業を進める。原則毎回ノートチ
ェックを行う。

注意点

必ず予習をし、学習ノートを作って授業に臨むこと。
この科目は学修単位科目(２単位）であり、総学修時間は90時間である。（内訳は授業時間30時間、自学自習時間60時
間である。）単位認定には60時間に相当する自学自習が必要であり、この自学自習時間には、担当教員からの自学自習
課題、授業のための予習復習時間、理解を深めるための演習課題の考察時間、および試験準備のための学習時間を含む
ものとする。

関連科目：英語１、英語２A、英語２B、英語３、技術英語１、英会話１、英会話２、国際理解
本科目の区分
Webシラバスと本校履修要覧の科目区分では表記が異なるので注意すること。
本科目は履修要覧(p.9)に記載する「①必修科目」である。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 Lesson 1  Water Crisis 1,2,3,4
2週 Lesson 1  Water Crisis 1,2,3,4
3週 Lesson 2  Palm Oil 1,2,3,4
4週 Lesson 2  Palm Oil 1,2,3,4
5週 Lesson 3  Plastic Waste 1,2,3,4
6週 Lesson 3  Plastic Waste 1,2,3,4
7週 Lesson 7  Virtual Water 1,2,3,4
8週 中間試験

4thQ

9週 試験返却・Lesson 7  Virtual Water 1,2,3,4
10週 Lesson 8  Sustainable Society 1,2,3,4
11週 Lesson 8  Sustainable Society 1,2,3,4
12週 Lesson 9  Zero Plastic 1,2,3,4
13週 Lesson 9  Zero Plastic 1,2,3,4
14週 Lesson 6  Gender Equality 1,2,3,4
15週 Lesson 6  Gender Equality 1,2,3,4
16週 期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

聞き手に伝わるよう、句・文における基本的なリズムやイントネ
ーション、音のつながりに配慮して、音読あるいは発話できる。 3

明瞭で聞き手に伝わるような発話ができるよう、英語の発音・ア
クセントの規則を習得して適切に運用できる。 3



中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要領に準じた
新出語彙、及び専門教育に必要となる英語専門用語を習得して適
切な運用ができる。

3

中学で既習の文法や文構造に加え、高等学校学習指導要領に準じ
た文法や文構造を習得して適切に運用できる。 3

英語運用能
力の基礎固
め

説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き手に伝わる
ように音読ができる。 3

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 3

英語運用能
力向上のた
めの学習

自分の専門分野などの予備知識のある内容や関心のある事柄に関
する報告や対話などを毎分120語程度の速度で聞いて、概要を把
握し、情報を聞き取ることができる。

3

関心のあるトピックについて、200語程度の文章をパラグラフラ
イティングなど論理的文章の構成に留意して書くことができる。 3

関心のあるトピックや自分の専門分野のプレゼン等にもつながる
平易な英語での口頭発表や、内容に関する簡単な質問や応答など
のやりとりができる。

3

実際の場面や目的に応じて、効果的なコミュニケーション方略
(ジェスチャー、アイコンタクト、代用表現、聞き返しなど)を適
切に用いることができる。

3

評価割合
試験 授業ノート・課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100


